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 　　２０１５年度　公益社団法人 山形青年会議所

　　 第４回 役員候補者会議  議事録
◆ 日  時 ：２０１４年１１月６日（木）　　　　
１８：３０～２３：３０　
◆ 場　所 ：愛和建設株式会社　１階　大会議室
1． 開  会                                          　　　　　　　　武田専務理事候補者

2． ＪＣＩクリード唱和                              　　　　　　　　伊藤委員長候補者
3． ＪＣＩミッション唱和                            　　　　　　　　狩野委員長候補者
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                  　　　　　　　　　河又委員長候補者
5． 東北ＪＣ宣言唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田委員長候補者
6． 出席者の確認（敬称略）                          　　　　　　　　近藤事務局長候補者
理事長候補者                横　山　隆　太

直前理事長候補者            齊　藤　秀　昭（欠席）
実行委員長候補者            鈴　木　辰太郎

副理事長候補者              安　藤　太一郎
副理事長候補者              遠　藤　智　大

副理事長候補者              井　上　智　博（公欠）

監事候補者                  鈴　木　　　力

監事候補者                  長　瀬　洋　一（欠席）
監事候補者　　　　　　　　　三　沢　慶　洋
専務理事候補者              武　田　靖　裕

特別委員長候補者            與　田　貴　博（欠席）
常任理事候補者              髙　野　秀　哉

常任理事候補者              安孫子　直　樹

常任理事候補者              庄　司　安　宏
常任理事候補者              會　田　智　弘（遅参）
副実行委員長候補者　　　　　伊　藤　善　隆

本部長候補者　　            荒　井　要　雄
委員長候補者　　　　　　　　河　又　勇　人
委員長候補者　　　　　　　　狩　野　慎一郎
委員長候補者　　　　　　　　伊　藤　暢　宏
委員長候補者　　　　　　　　松　田　佳　人

委員長候補者　　　　　　　　茂　木　政　樹
委員長候補者　　　　　　　　三　瓶　　　勝
総括幹事候補者　　　　　　　竹　田　ひろみ
出向理事候補者　　　　　　　岩　田　雄　治（公欠）
財政局長候補者　　　　　　　丹　野　　　覚（欠席）
事務局長候補者              近　藤　英　雄

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー候補者      落　合　康　弘
会務セクレタリー候補者　　　加　藤　　　亮
会務セクレタリー候補者　　　菅　野　洋　輔
会務セクレタリー候補者　　　向　田　竜　也

７．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤事務局長候補者
８．議事録署名人並びに作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
９．前回議事録の承認　第３回役員候補者会議議事録　　　　　　　　　　武田専務理事長候補者
１０．理事長候補者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
皆様こんばんは。そしてまた第４回役員候補者会議に定刻までお集まりいただきましてありがとうございます。まずは先だって行われました、会員拡大フォーラムが酒田で行われまして、本年度の事業ではありますが、庄司常任理事とあとは松田委員長、そして来年度の清野副委員長と五十嵐幹事の方も出席を頂きましたので、次年度の担いという意識を持ってしっかりと拡大フォーラムにご参加いただいたことを皆さんにご報告いたします。そしてまた鈴木副実行委員長と中村監事と今年の事務局といらっしゃったのですが、上田先輩の講演会がありました。山形でも以前、上田先輩に来ていただいて、皆様もお聞きいただいたと思いますので、記憶されている方も多いと思います。その時にも増して非常に熱のこもった講演でありました。私としても２０１０年に長谷川副会頭の補佐として出向した時に、当時上田先輩が日本の専務理事をされてましたので、そのころから存じ上げているのですが、現役の時代から熱い方でした。いろんなオフの場でも熱い話をされる方で、我々補佐からしても非常に尊敬できる先輩でした。そして卒業して４年経つのですが、現役のためにという思いが非常に強い、後は青年会議所の活動が無限の可能性を秘めているということをすごく自覚して、それをしっかりと伝播しようとしている先輩だなあという印象を受けます。単純に言って素晴らしいモチベーターだと思います。矢口先輩という方も一緒にいまして、「人間のモチベーションは４８時間しか持たないんだよ」なんて言う話もされていましたが、その４８時間頑としてモチベーションを上げる方として私は上田先輩以上の方を知りません。そんな方のお話を聞かせていただきまして、「やっぱり会員拡大にしっかり力を入れていかなければならない」という思いを、私も松田委員長も再確認したところだと思います。そのフォーラムの中で何度も何度も話になったのが、出席の該当者が理事長、次年度理事長、またはブロックの会長さんであったりということもあったのですが、「リーダーとしてしっかり拡大運動を進めていきましょうと発信し続けていく」ということだと言われました。私の事としてしっかりと受け止めて、私が発信する事と共に、副理事長、常任理事、委員長すべてが私の代弁者となってしっかり拡大運動を発信して頂きたいなあと思います。進め方、手法は今から松田委員長からたくさん環境を整えるべく、整ってくると思いますが、一人ひとりの思いと気持ち、その部分をしっかりと皆様も共有して頂いて、拡大運動を来年頑張っていきましょう。しっかり数字をクリアして一人ひとりが山形青年会議所の魅力を語れるそんな組織に成るべく皆さんにもご尽力頂きたいと思います。とにかく拡大という言葉を言い続けますので、それが皆様がしっかりと受け止めて頂いて全メンバーに伝えて頂きたいと思います。まずは第４回になりましたが、役員候補者会議、非常に多くの議案も上がってきていますので、本日も長丁場になると思います。そして本、次年度が交錯して非常に忙しい時期で皆様お疲れのことと思いますが、しっかりと会議をして有意義な時間を過ごしてまた一歩、次年度のスタートに向けて進められるよう、そんな時間を今日も過ごして頂きたいなと思いますので、長丁場になりますがどうぞよろしくお願いしたいと思っております。それでは本日もよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
１１．直前理事長候補者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤直前理事長候補者
欠席の為、割愛
１２．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三瓶委員長候補者
確認事項・・４件　　討議事項・・３件　　審議、その他・・４件　　協議・・１８件

報告、依頼事項・・３件
１３．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
１４．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者

（以下、『候補者』表記を割愛）

確―０１　６０周年提言策定の進め方（案）に関する件　　　　　　　　　 
竹田総括幹事【上程】
前回より変更無し。各自確認をお願いしたい。
確―０２　２０１５年メンバー数について　　　　　　　　　　　　　　　 

武田専務理事【上程】
本年度の新入会員の追加があった為、メンバー数が変わっている。今後議案を作成する際は、こちらを参考にして頂きたい。また、２０１５年度卒業年度別も各自確認をお願いしたい。
確―０３　LOM組織図について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
武田専務理事【上程】
出向者について、決まっているメンバーから記載させて頂いている。確認をお願いしたい。
確―０４　その他
削除
１５．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下、『候補者』表記を割愛）
討―０１　６０周年提言策定の進め方（案）に関する件　　　　　　　　　　６０周年実行委員会
竹田総括幹事【上程】
６０周年提言の策定計画に関する件、討議上程をさせて頂く。６０周年提言の策定には、当委員会メンバーのみならず、来年の全メンバー全てに関わって頂いて６０周年の提言に思いを持って頂きたいと考え、上程させて頂きたい。常任会議、理事会、グループ会議にて貴重な時間を頂戴して、提言策定キャラバンを行わせて頂きたい。開催日時や場所など決まった際には事前にお知らせ頂きたい。また進め方について、このやり方で全メンバーのベクトルを合わせることが出来るか、についてアドバイスを頂きたい。
伊藤副実行委員長【上程】
６０周年提言というのは、本実行員会としては非常に大きなテーマとして、来年取り組むべきものであるが、これを実行委員会のみで取り組んでしまっては、全メンバーには浸透しない。皆様の主体的な取り組みも含めて、こちらからいろんな意見を頂戴して進めていきたい。具体的には、各グループ会議にお邪魔し、こちらで作った素案にご意見を頂戴しながら修正をかけていきたい。皆様の意見を取り入れ、全体の周知も含めて行っていきたい。
鈴木実行委員長【補足】
まだまだ委員会内でのコンセンサスも取れていない議案ではある。だが、今年度の担いとして５０周年提言の検証がなされ、その認知度の低さを受け、また５０周年当時の進め方も勘案して、どうしたら提言策定後１０年、自分たちのものとして地域に対して発信できるようになるかを考えた場合の手法である。忌憚のない意見を頂戴したい。
庄司常任理事【質問】
背景に、鈴木実行委員長からもあった５０周年提言に対する認知度の低さが書いてある。
そしてロードマップの中に委員会素案作成についてメンバーアンケートを取るとある。若いメンバーなど、認知度が低いメンバーにアンケートを取っても良い回答が得られるのか。参考資料に資料がない為、アンケートのイメージが付きにくい。どのようなものを考えているのか教えて頂きたい。
竹田総括幹事【回答】
持ち帰らせて頂く。
河又委員長【意見】
連絡調整会議の中身の部分で、提言策定についての説明について事前配信が欲しい。当日聞くよりも中身のある意見ができる。ご検討頂きたい。
遠藤副理事長【質問】
連絡調整会議、グループ会議とは、合同グループ会議で良いか。
竹田総括幹事【回答】
その都度のグループ会議、合同グループ会議を考えており、日程に合う方でお時間を頂戴したい。
遠藤副理事長【意見】
６０周年提言の肝は、事業の目的にも記載されているように、全メンバーを巻き込む必要がある。議案の所々にもあるが、いかにメンバーを巻き込んで意見を吸い上げて落とし込んでいくか、だと思う。ロードマップをみるとアンケートとあるが、果たしてアンケートのみで巻き込めるのか疑問である。何かしら工夫をしてみんなが参加できるものを考えて頂きたい。鈴木実行委員長からもあったが、その後の運用についても「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」も然りだが、新しいメンバーに対して出来た提言書をどう落とし込んでいくかという部分まで必要。難しい案件ではあるが、真摯に取り組みをお願いしたい。
安藤副理事長【意見】
本件は２０１５年度、６０周年のひとつの大きなものになるので、ぜひ頑張って進めて頂きたい。鈴木実行委員長、また遠藤副理事長からもあったように、５０周年の「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」のことにも触れられているが、６０周年が来年ある中で、当然今までの５０周年の提言があっての６０周年の提言に繋がっていくものである。山形青年会議所の６０年の歩みの中で、５０周年の「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」についても、ぜひ大切にして頂きたい。
また素案についても、２月のプロジェクトチームで素案完成とあるが３ヶ月という限られた時間になってくる。正副常任も含めた形で、会議を通しての意見の集約など考え方をまとめていって欲しい。ぜひ頑張って頂きたい。
松田委員長【意見】
議案の表記の仕方について数点指摘したい。
事業要綱の中の対象者について、対内対象者：公益社団法人山形青年会議所メンバーとあるが、事業概要の参加員数計画では、山形ＪＣ全メンバーとある。表記の統一をお願いしたい。
事業内容の連絡調整会議（グループ会議）次第（案）について、担当の君付けは不要。
依頼事項の常任会議とあるが、常任理事会議ではないか。修正をお願いしたい。
討―０２　庶務活動の実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
庶務活動の中身として、事業内容にも記載してあるが、ＪＣバッジの作成、ネームプレートの作成、ＪＣレポートの作成、会員名簿の作成、定例委員会、グループ会議の管理及び各報告書の管理、メーリングリストの管理とさせて頂く。ＪＣレポートに織り込む内容についてご意見頂戴したい。また会員名簿について、引継ぎとして業種別部会の掲載についても検討することとなっており、こちらについても掲載する事項についてご意見を頂きたい。
鈴木実行委員長【質問】
この討議一回で終わる案件なのか。
三瓶委員長【回答】
ご意見を頂戴して再度討議をさせて頂く予定でいる。
鈴木実行委員長【意見】
事業目的については、委員会の事業目的をみて取り組んでもらいたい。
事務局に対して、新入会員へのＪＣバッジとネームプレートの配布について認証式に間に合っていない。本当は理事会を受けてから約３週間かかると思うが、配布に当たっては出来るだけ早く行うのが望ましい。
拡大と総務のクッションで動きが遅くなってしまう為、総務に預けるのではなく、拡大マターとするのか、事務局マターにするのか決めるべきではないか。
ＪＣレポートに関して、例年通りということはないのではないか。今年のものを採用するのであれば、きちんと目次を示すべき。私としては、「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を残して、４５周年の「ＡＣＴＩＶＥ　ＣＩＴＩＺＥＮ」は不要ではないかと考えている。他の理事のアーカイブ掲載などを検討頂きたい。
荒井本部長【意見】
レポートの発行部数について何部作るのか、シニアメンバーにいくつお渡しするのか。無駄にならないよう、事務局と確認して作成頂きたい。
討―０３　その他
削除
１６．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下『候補者』表記を割愛）

審―０１　グループ基本方針に関する件
・６０周年実行委員会
伊藤副実行委員長【上程】
前回までに頂戴した意見とラインの中での取り組みから、前回のＶｅｒｓｉｏｎから変更を行っている。１段落目の将来に夢を描きづらくなっている対象について、「子どもたちが」から「子どもたちの将来に」へ変更し対象者を増やした。２段落目については、提言を示す意味というところで、メンバーに限定して考えていたところを、市民を含めた形で修正した。その他、記念式典、祝賀会等々の表記について修正した。慎重審議の程、お願いしたい。
鈴木実行委員長【補足】
よろしくお願いします。

横山理事長【採決】
全会一致にて可決承認
・地域活性グループ
髙野常任理事【上程】
前回指摘頂いた背景の部分について、山形の問題となぜリーダーを作らないといけないのかを追記した。まだ２段目の文字数を修正した。慎重審議の程、お願いしたい。
遠藤副理事長【補足】
よろしくお願いします。
庄司常任理事【質問】

１１行目：「安全、安心で夢と感動が溢れる最高の花火大会を運営します」とあるが、安全、安心と言い切ってしまっているが如何か。
髙野常任理事【回答】
安全、安心と言い切ることで通させて頂きたい。
庄司常任理事【意見】
安全、安心という熱い思いが髙野常任理事の中にあるのであれば良いが、救急車等呼ぶことのない花火大会の開催をお願いしたい。
鈴木実行委員長【質問】

３行目：「人間関係作りとリーダーシップ能力の低下」とあるが、人間関係作りの低下とリーダーシップ能力の低下ということなのか。
高野常任理事【回答】
人間関係づくりが今の子どもたち作りにくいという部分と、リーダーシップ能力も少なくなってきているのではないかということで書かせて頂いた。
鈴木実行委員長【質問】

人間関係作りが少ないという日本語が分からない。人間関係が希薄になっているのか、友達作りが下手なのか、人間関係作りの低下の意味が分からない。またリーダーシップ能力の低下の根拠はあるのか。
高野常任理事【回答】
通信機器の発達により、個別で単独行動が多くなってきていることで、先陣をきって動く子ども達が少なくなってきていると感じている為、記載した。

また根拠としては、私だけの意見ではなく、本やネット等で調べたところガキ大将というものが少なくなってきており、リーダーがいなくなってきているという情報から考えた。
鈴木実行委員長【質問】

そういった情報は、誰がどのような環境で話したのかが重要。誰かがクラスの役員でＰＴＡの中で話した言葉なのか、専門家がどういった会合で話したものなのか。インターネットでは、リーダーシップの低下と書けば、それに見合った情報が出てくるがそれを持ってリーダーシップが低下しているとは言えない。リーダーシップが低下していることを問題にするのであればしっかりと根拠を持って頂きたいし、リーダーシップを向上させることでどのような未来を描けるのかが大事である。

５行目：人と人のつながりの継承、というのがますますわからない。親の世代の人たちと友達になることが継承なのか。人と人のつながりはそれぞれにあるはずであり、継承するものなのか。
全体的に良くなっており、３段落目も本当に良くなってきているが、まだ足りていないのではないか。
２段落目の市長との公開討論会についても投票率を上げることへの言及がない。政治選択と我々の使命である投票率をあげることについての言及に期待しているのだが如何か。

遠藤副理事長【回答】
言葉が詰まるというところでまだ向き合いが足りないと感じる。議案を一度取り下げさせて頂きたい。
横山理事長【指示】
第５回役員候補者会議での上程をお願いしたい。
・交流推進グループ
安孫子常任理事【上程】
前回意見を頂戴した背景の最後の部分で、交流から生まれることによって何をしていかなければならないかという部分を問題的よりも運動に向けた発信を強くさせて頂いた。慎重審議の程、お願いしたい。

安藤副理事長【補足】
よろしくお願いします。

横山理事長【採決】
全会一致にて可決承認
・ＬＯＭ運営発信グループ
　会員拡大担当
庄司常任理事【上程】
今までの協議の中で出た意見を取り入れさせて頂いた。前回の常任理事会にて、３行目：通信や運輸の発達による経済状況の変化がどのように拡大に影響しているのか、という意見を頂いた。そのままの表現にしているが、通信と運輸の発達により便利になった部分もあるが、人と人が顔を合わせなくても済んでしまうような社会、或いは経済状況に変化している。拡大においてはそういったコミュニケーションが会員の減少化といったところで問題ではないかと思い、そのままの記載にしてある。
また８行目：ＬＯＭ全体でというところは、勧誘が目的ではなく拡大が目的であると修正させて頂いた。誘い入れることだけでなく、入会後のＪＣマンとしてのサポート、育成を目的としている為、このような表現とさせて頂いている。慎重審議の程、よろしくお願いします。

武田専務理事【補足】
よろしくお願いします。
横山理事長【採決】
全会一致にて可決承認
　渉外支援・総務情報担当
會田常任理事【上程】

頂いた意見を元に修正させて頂いている。慎重審議の程、よろしくお願いします。
武田専務理事【補足】
よろしくお願いします。
横山理事長【採決】
全会一致にて可決承認
審―０２　２０１５年度やまがたJCスローガン募集・決定（案）承認に関する件　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
スローガンの応募があり、事務局一任ということでご意見を頂戴し、事務局にて決定した。２０１５年度山形ＪＣスローガン案として資料に記載してある。審議の程、よろしくお願いします。
武田専務理事【補足】
よろしくお願いします。
横山理事長【採決】
全会一致にて可決承認
審―０３　２０１５年度外部出向者（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　事務局
武田専務理事【上程】
２回の協議を経て、２回目の協議から変更無し。添付資料の通り外部出向の方をお願いしたい。慎重審議の程、よろしくお願いします。
横山理事長【採決】
全会一致にて可決承認
審―０４　その他
削除
１７．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下『候補者』表記を割愛）
協―０１　委員会事業計画に関する件
・６０周年実行委員会
竹田総括幹事【上程】
６０周年実行委員会事業計画（案）Ｖｅｒ.２０を上程させて頂きます。前回の第３回役員候補者会議においてＶｅｒ.１２となっており、だいぶ中身が変わりました。
荒井本部長【意見】
４行目：「子が人やコミュニティと直接向き合い」のところにおいて、『子』も人を指していると思うので違和感を感じます。
荒井本部長【質問】
５行目：「晴れ晴れしい夢」が新たに追加されておりますが、竹田総括幹事はどのような夢を『晴れ晴れしい夢』と考えているのか教えてほしい。
竹田総括幹事【回答】
「晴れ晴れしい」というのは、文字自体の意味として迷いがなく澄み切っている様を指しており、心に禍など迷いがなくスッキリとした状態を指したくて使わさせてもらいました。
・花火大会特別委員会
荒井本部長【上程】
前回皆様より頂きました意見を考慮いたしまして、反映すべきところは反映させて、このまま行きたいところはそのままで修正させていただいております。安藤副理事長よりありました「市民サポーターと協賛金の部分を一文で」というところはすごく考え一文でまとめて書かせていただきました。
鈴木実行委員長【質問】
もし来年、初めて山形で花火大会を行うとしたら、何故行うのかイメージしてお答えいただきたい。
荒井本部長【回答】
山形という地域は社会人になって県外に仕事で出たとき、お盆等で帰省した際に「山形に帰ってきた」という実感がわき、故郷愛を再確認できる場というのが１点。また漠然と思うところではありますが、日本全国で花火大会があるように山形にも県の中心事業としてあるべきものだと考えます。
鈴木実行委員長【意見】
わたくしもそのように考えております。ここだけを見ますと３６回花火をやってきたから今年もやるという感が否めないです。市民の皆様に喜んでいただくために行うと思いますが、市民の皆様は今年もあったから来年もあると思っているかもしれません。我々は毎回やらなければならないからやるというものではないと感じます。これからの委員会運営において、様々な困難が待ち受けていると思いますが、頑張ってやっていただきたいと思います。
・次世代創造委員会
河又委員長【上程】
前回いただいたご意見を参考にして背景の部分を大幅に修正いたしました。
安孫子常任理事【意見】
１行目：「外の世界で見聞を広げるために転出した」とあるが、全ての方が見聞を広げるために県外に転出するわけでなく、様々な事情で転出する背景があると思うのでここはあいまいな表現で問題はないかと思います。
鈴木実行委員長【意見】
市長公開討論会の目的に投票率、参加意識なども目的の一つに加えていただきたい。
１行目：７とUが半角になっているので、全角にして文字数も合わせていただきたい。
伊藤副実行委員長【質問】
県外に出てた方で戻ってこられる方が３割にとどまっているというのを見ると、人口がすごく減っていってしまうと不安になるが、資料の出どころと根拠を教えていただきたい。
河又委員長【回答】
県のＵターン推進課に伺って資料と数字の裏付けをとってきました。また、戻られなかった４割の方も戻りたいという気持ちはあるが（山形で）就職先が無い等の理由で今の就労先に残っているということも聞いてきました。
・会員交流委員会
狩野委員長【上程】
前回皆様よりご意見いただいた部分と前回の常任理事候補者会議にて上程させていただいた部分を反映させて内容を変更しております。背景の部分において山形青年会議所について認識不足の部分がありました。人と交流のつながりや交流を通して青年会議所の持つ役割というものを明記させていただきました。また下段の目的の部分が少々長いところがありまして、抽出して目的と手法に分けております。
安孫子常任理事【補足】
２０行目：グレーの網掛けの部分を無いものとして協議願います。
三瓶委員長【意見】
１行目：「新しいものを創造し」の部分において、創造する＝新しいものを作り出すに当たるのではないかご一考願います。
竹田総括幹事【質問】
１１行目：「関係性を築くために～感謝の心と誇りを持つ倉敷JC」の部分において、倉敷JCが感謝の心と誇りを持っていると決めつけているようではないか。
狩野委員長【回答】
倉敷ＪＣに係るわけでなく交流事業に係る部分として明記させていただいたが、解り易くするするために修正させていただきます。
伊藤副実行委員長【意見】
１１行目：「よき理解者、ライバルとして切磋琢磨しあえる確かな関係性を築くために」とあるが、『関係を築くために』でいいのではないか。関係性となると性質を指し示す言葉になってしまうのではないか。
茂木委員長【質問】
３，５行目：絆に関して、３行目「深める」、５行目「強めて」となっているが、絆は深めるが正しいと思われるがそこの使い分けの部分の理由を教えてほしい。
狩野委員長【回答】
絆を強くするに統一させていただきます。
庄司常任理事【意見】
２行目の「～の実現のために」と４行目の「夢のある未来を実現するために」の部分に違和感を感じる。
庄司常任理事【質問】
２行目：「明るい豊かな社会」をカギかっこでくくってあるが、何か理由があるのか教えていただきたい。
狩野委員長【回答】
「明るい豊かな社会」という文言はJC的には周知されており、様々な意味合いがある言葉なのでカギかっこでくくらないと意味合いがわからないと思い抽出してくくらせていただきました。
庄司常任理事【質問】
ＪＣ的にというのであれば「明るい豊かな社会の実現のため」までではないでしょうか。
狩野委員長【回答】
「明るい豊かな社会の実現のため」となると抜粋した形になってしまうので区切らせていただいたが、もう一度精査して修正させていただきます。
鈴木実行委員長【意見】
「明るい豊かな社会」とあるが我々は綱領にて「明るい豊かな社会を築き上げよう」と言っており、それを目指している団体であるが、ここでは明るい豊かな社会を実現するといってしまっています。なぜ日本JCが実現するではなく理想とするとなっているか、もう一度向き合って考えていただきたいと思います。
荒井本部長【質問】
２行目：「青年会議所はその先頭に立って」の『その』は何を指しているのか教えてください。
狩野委員長【回答】
前文の人は交流を持って～地域を活性させてきたとあり、人々が交流により文化を育んできたところを指しております。
・国際協働委員会
伊藤委員長【上程】
前回の役員候補者会議と常任理事候補者会議で上程させていただき、皆様より頂戴した意見を反映させて上程させていただいております。
安孫子常任理事【補足】
前回庄司常任理事より頂戴したセネターゴルフに関して、まだ正式に鹿児島ＪＣが手を挙げているわけではないが運営を手伝ってもらえるとして事業計画を作成しましたので協議をよろしくお願いします。
庄司常任理事【意見】
『コニュニティ』を『コミュニティ』に修正願います。
伊藤副実行委員長【質問】
ＵＮ　ＭＤＧｓに関して安孫子常任理事の基本方針に整合性を図っての記載かと思われますが、イメージしているものを教えていただきたい。
伊藤委員長【回答】
来年に達成期限を迎えるということで、今後の新しい活動も始まっているということも確認し「創造します」という記載にさせていただきました。
伊藤副実行委員長【質問】
ＵＮ　ＭＤＧｓとは違う取り組みということでしょうか。
伊藤委員長【回答】
ポストＵＮ　ＭＤＧｓなどにつながっていくものとして想像しながら、来年そこにつなげていく活動をしていきたいと考えております。
鈴木実行委員長【意見】
３行目：「しかし」の部分において前後の関連性がみられないので見直していただきたい。
全体的に２００８年、２０１１年、２０１５年等数字の部分が多く見受けられるがこの数字にどれだけ深い意味合いがあるのか、数字を削っても書くべきことがあるはずだと思います。
ＭＤＧｓにおきましては、日本ＪＣが作ったプログラムであり、ブロックでも来年既存のＭＤＧｓをすると決めております。新たなポストＭＤＧｓを勉強したところで我々がそれを作れるとは考えられません。その研究や調査を行うのはとても良いことだと思います、ＭＤＧｓの出前授業をするのかしないのかグループで話し合っていただきたい。
また、セネターゴルフに関しては目的が間違ってるのではないでしょうか。国内の幹事ＬＯＭとして参加の促進であったり皆様が気持ちよく参加できるようにするための窓口なんだという意識、目的を明確にして向き合っていただきたい。
・会員拡大委員会
松田委員長【上程】
会員拡大委員会事業計画（案）Ｖｅｒ.７を上程させていただきます。前回の役員候補者会議で指摘を受けた２段落目の取り組みの部分をだいぶ修正をかけまして、実際の会員拡大委員会の担う部分を記載させていただきました。
髙野常任理事【質問】
１５行目：「格調高い認証式」とあるが、松田委員長が考える格調高いとはどういったものなのか教えていただきたい。
松田委員長【回答】
仮会員の方はまだ青年会議所のセレモニー等をまだ理解されていないと思いますので、そういった姿勢を当委員会で覚えていただいて、メンバーの方に見ていただくといった内容にしたい。
安孫子常任理事
１２行目：活動と運動が入り混じって出てきますが、私の中では運動を達成するものが活動という認識でしたが、１２行目を活動内容としたのは何か理由があったのか教えていただきたい。
松田委員長【回答】
運動の方がふさわしいかもしれませんので再考します。
伊藤副実行委員長【意見】
１２行目：「今後の活動内容」とありますが、今後でないとだめなのでしょうか。現在我々のやっている活動を見ていただくというのも大きな意味があると思います。

１３，１５行目：１３行目は「～糧とするため」、１５行目は「～確固たるものにするために」となっているので修正願いたい。
安藤副理事長【意見】
２行目：しかしながらはしかしでいいのではないでしょうか。
７行目：「会議所の一員である私たち自身が自らの青年会議所運動に誇りを持ち」は「青年会議所の一員である私たち自身が自らの運動に誇りを持ち」のようにした方が良いのではないでしょうか。
１８行目：やまがたを右に１文字ずらすと格好良くなると思います。
鈴木実行委員長【意見】
２０行目：「夢溢れ美しく先駆けるまち」を実現しますの説明において、私たちが思い描き広く発信していくでは弱いのではないか、もう少し強い言葉でよいと思います。
また。２月例会を公開例会にしたときに、どう変わっていくのか検討いただきたい。
狩野委員長【質問】
１０行目：夢の実現とありますが、どういったものを想像しているのかを教えていただきたい。
松田委員長【回答】
私たち青年会議所の大きな目的として明るい豊かな社会を築いていくというものがあり、当委員会ではそれを実現するために会員を拡大していくというのが目標であります。皆様それぞれに夢はあるかと思いますが、自分の背中を見せて賛同する方を引っ張っていく、というのを説明するとこういう文面になるかと思い記載いたしました。
・渉外支援委員会
茂木委員長【上程】
渉外支援委員会事業計画（案）Ｖｅｒ.８を上程させていただきます。前回の役員候補者会議においてご意見いただきました１段落目の言い回しの部分と、２段落目の～ためにの部分が長かったので担いをすべて網羅して反映しております。
河又委員長【意見】
２行目：「先行きの見えない」と「閉塞感」これは同じような意味なのではないでしょうか。
３行目：山形JC運動というのがイメージがつかなかったのでご一考願いたいです。
安藤副理事長【意見】
１行目：「市民生活の格差」言いたいことはわかるのですが、この言葉にいいイメージがわかないので文言だけご一考願いたいです。
６行目：「世界中から～」の部分において金沢の世界大会をイメージされているのかと思われますが、ブロックの各種大会等もありますので文言だけご一考願いたいです。
１０行目：「また、本年も多くの出向者～」の文ですが『の』が目立つので文面をもう一度ご一考願いたいです。
１１、１７行目：どちらも取材・記録管理と出てきますがもう一度噛み砕いてよい文章を考えていただきたい。
１３行目：「海外姉妹ＪＣ（四維ＪＣ）」とありますが、表現の方法これでよいのか過去のＪＣレポートを見ていただいて書いていただきたいです。
河又委員長【質問】
１４行目：「式典に参加します」とここで突然出てきますが、この式典とは何の式典なのでしょうか。
茂木委員長【回答】
来年の我々の担いとして四維ＪＣとの交流が挙げられますが、２月に行われるであろう四維ＪＣの新年式典に参加するいう意味合いで記載させていただきました。
鈴木実行委員長【質問】
１行目：「時代変革の波」ここはどういったものを想像されて書かれているのでしょうか。
茂木委員長【回答】
２行目にも係ってくるのですが、昨今の増税、医療費の増大、社会保障の問題などをこの文言で表現させていただきました。
鈴木実行委員長【意見】
『変革』の言葉の意味をしっかりと調べて使っていただきたい。
４行目：「JC運動を未来へ推し進め」の部分において、運動は広がっていくものであると思うのでもう一度向き合ってもらってご一考願いたい。
５行目：「更に」漢字表記であったり、ひらがな表記であったりしているので、漢字表記を使わないでいただきたい。
１１行目：「さらに」の後に『、』があります。
１３行目：「四維ＪＣ」ここはＬＯＭの都合でシティレディーＪＣに変えたりしたが、ここでは区別は必要ないように思うので話し合ってご一考願いたい。また式典に参加するではなく訪問するの方があっているのではないか。
１８行目：「偶然ではなく必然の出会い」この言葉は素晴らしいが自分の物にし得ていないのでご一考願いたい。
２０行目：「夢溢れ美しく先駆けるまち」の言葉が素晴らしすぎて前後の言葉が負けてしまっている。
伊藤副実行委員長【意見】
１段落目：閉塞感が拭えないからＪＣ運動をするのでしょうか。というところで前段の部分と後段のの部分に関連性が今一つ弱いのでご一考願いたいです。
１４行目：式典参加の目的が「アジアの崇高な目的を伝播」するとあるが、向こうの式典に参加するのであれば文化を取りに行くというか、伝播という言葉では違うのではないでしょうか。
・総務情報委員会

三瓶委員長【上程】
まず、訂正させていただきます。１９行目の共通認識の共の部分に取り消し線が入っていますので次回まで修正したいと思います。主務委員の菊野委員の名前が菊池になっておりますので、次回まで修正したいと思います。
河又委員長【意見】
１１行目：「歴史や文化、私たちが～歩みを発信します」の部分において、発信するから我々が地域に
影響力のある組織に発展するのかが少し違和感を感じました。
１５行目：ルールと異なった書き方をしていないかご検討願いたいです。
安藤副理事長【質問】
７行目：「これまでの慣例を初心に立ち返り再検証する」とありますが、具体的にどういった内容でしょうか。
三瓶委員長【回答】
例会、セレモニーのあり方であったり、登録の受付時間がこのままでいいのか検証するということです。
安藤副理事長【質問】
では、２０１５年の例会等に何らかの形で反映されるのでしょうか。
三瓶委員長【回答】
これからの話になりますが、現在での良いものと悪いものの検証してからというところの話になります。
安藤副理事長【意見】
今、例会セレモニーの話が出ましたが、これは担当の委員会で決めてセレモニーを行うと思いますが過去の例会においても目に余るようなのもあったと思います。各委員長様方には例会の最後格好良く決めていただきたいと思いますので、ここにいらっしゃる理事の委員長の皆様方にはメンバーにしっかりとご指導していただきたいと願っております。
鈴木実行委員長【意見】
事業の方におきまして、ＬＯＭ内褒賞に関する事項で例年褒賞委員会の設立がこのようになっており、監事が委員長をすることになっております。これを解りやすくするためには１２回では足りないと思いますので委員長としっかりご検討いただきたいと思います。
事業内容のコンセンサスがそれぞれの委員会で様々な表現になっているので足並みをそろえていただきたいと思います。総務においては庶務活動で一つの議案であったりわかれていたりと、ここは揃えていただきたいと思います。
伊藤副実行委員長【意見】
２行目：「情報リテラシーの向上が、山形青年会議所の存在価値を高め情報化社会に適応した情報の発信が求められます」のところが、意味がとりづらいのでわかりやすい表現で書いて頂きたいです。
１２行目：「また、～」から始まる一文ですが、２つ、３つのことを盛り込んでいるために解りずらくなっていると思いますので、分けて考えていただけたらいいのかと思います。
総括

横山理事長
本部長、理事長、委員長の皆様お疲れさまでございます。だいぶ真っ赤になっている人が多かったですね。それだけ時間を費やしていただいたことと、向き合っていただいたことに心より感謝します。一つ、ずっとここから皆さんを見ているとなお変更になったものを見ていると、自分自身に入った意見ではなくて、他の事業計画に出た意見を自分に落とし込んで変更されてるなと思ったところが何点か見受けられました。大変いいことだと思います。これから議案が上程になってくる中でその議案に対して出た意見、そういったものをしっかり自分の中に落とし込むことによって効率化が図れます。同じことが繰り返されないので。それ以上に事業自体に膨らみや広がりが生まれてくると思われますので、ここから見ているとまた自身の上程がないというというところが本来なんですけれども、本当にこうやって全体を見させていただくと、そこの部分が非常に良いので今日審議をとってもいいんじゃないかなと思える事業計画もあったかと思います。鈴木実行委員長からのご意見もあったかと思います。みなさん大変いいことなのでみなさまに伝えたいのとともに議案をそれぞれが上程しているときに、自分だったらどうするんだろう、こういう意見が入っているな、私自身が作る議案ならこうしようとしっかりと考えて進めていきましょう。まずはみなさま本当にお疲れ様でした。次回審議を楽しみにしております。以上です。
協―０２　新春賀詞交歓会式典並びに祝賀会の企画・実施（案）に関する件　　　　会員交流委員会

狩野委員長【上程】
賀詞交歓会の招待状において先ほどの事務局の議案にも合った通り、外部出向に関して地区への出向がないという点で地区も招待しているのでご意見お願いします。理事長登場の際にもインパクトを持たせましたのでよろしくお願いします。
茂木委員長【意見】
理事長入場の際の半紙を突き破るという演出において、２０１３年の上山ＪＣの方で同じような登場があったので意見でした。
庄司常任理事【意見】
事業計画に関して「一人一人」となっているので統一表記の「一人ひとり」に訂正頂きたい。

体内目的の部分において「団結力と決断力を発信する」とあるが、決断力を賀詞交歓会でどう発信するのか。
実施日時の部分にメンバーの登録と受付時間の記載もあった方が良いのではないか。
参加促進方法に関して、２０１５年議長はいないはずである。
対外配布資料に関して、姉妹ＪＣの部分が違うので確認をお願いしたい。
実施組織の委員メンバーの記載に統一性がないので統一していただきたい。
理事メンバー紹介に関して、ＶＴＲ等の添付もあった方がイメージしやすいので添付していただいたほうが良いと思います。
メンバータイムのアテンド計画表がなくなっているようなので、どのように行うのかあった方が良い。
依頼事項に関して、ドレスコードの指定もあった方が良いのではないか。
竹田総括幹事【意見】
乾杯酒を入り口で配布して５０分後に乾杯となっているが、これならテーブルにおいてある方が良いと思う。最初にドアで配布するならウェルカムドリンクになると思います。
遠藤副理事長【意見】
招待者リストに関して、社団法人山形県観光物産協会となっているが公益社団法人ではないですか。
山形美術館の館長は今年で退任の予定になっていると思うので確認をお願いしたい。
遠藤副理事長【質問】
それぞれの委員会に協力の依頼をされると思うが、どのように協力の依頼をしようとしているのか教えていただきたい。
狩野委員長【回答】
今年度の会員交流委員会の吉田委員長が副委員長を主体として混乱のない運営をされていたということをお聞きしまして、まず副委員長に年内担いの説明を行いメンバーには当日４時から説明を行いたいと考えております。
遠藤副理事長【意見】
事前の下準備は大事で下準備をしっかり行った年は滞りなく終わった感を受けてます。当日ではなく事前にしっかり説明等を行っていただきたい。
鈴木実行委員長【質問】
招待者リストに関して、議長と副議長と産業委員長を招待することになっているが、産業委員長はなぜ呼ぶのでしょうか。
狩野委員長【回答】
昨年の招待者リストを参考にしました。
鈴木実行委員長【意見】
全ての招待者リストを一から確認していただきたい。委員長を呼ぶなら呼びましょう。また先輩のことはどう扱うのか。シナリオもだいぶ前のものを参考にしているのではないでしょうか。
鈴木実行委員長【質問】
アトラクションで８分間のムービーを流すようですが次回までに出せますでしょうか。
狩野委員長【回答】
前回の委員会において８分間は長いという指摘を受けたので各委員会３０秒程度考えております。ムービーは修正して出したいと思います。
鈴木実行委員長【意見】
ムービーに関して大変なチャレンジになると思います。委員会のメンバー全て集めてやるというのはひと月無い今現実的ではないと思います。賀詞交歓会はボリュームも相当あるので大変であります。前回の予定者会議において１７の意見質問等あったが７つしか対応されてない。１０個が対応されてない。頑張っていただきたい。
庄司常任理事【質問】
意見がなかったらこの招待者リストある招待者すべてに招待状を発送するのですか。
狩野委員長【回答】
エクセルシートにおきましてグレーに染めている方は発送を行いません。ブルーは重複者、なので白と青で抜かれている部分は招待する方です。
庄司常任理事【意見】
日本ＪＣの部分において会頭と専務、遠藤副会頭は良いと思いますが、ＬＯＭの理事長、専務と相談して頂きたい。
安藤副理事長【回答】
今の国家グループの件に関しても庄司常任が室幹事ということで議長、副議長に１年間お世話になると思いますので記載させていただきました。こちらの件に関してＬＯＭの事務局と相談して決めたいと思います。
竹田総括幹事【意見】
送付リストを見ますと重複している部分が多数ありますが、長谷川海秀さんにおいては日本ＪＣ、地区、ブロックでも名があると思うので考えていただきたい。
河又委員長【意見】
参加人数計画、参加推進方法に関して、なかなか先輩でも顔と名前が一致しない方もいらっしゃるかともいますが、その年代ごとのキーマンとなられる方のリストがあるとこれから活用できる場が多数できるのではないでしょうか。
河又委員長【質問】
１２番の案内に関して、実際連動させるための資料等ございますでしょうか。
狩野委員長【回答】
今現在分かれてしまっている状況なので、次回審議の時までどう連動させるか提示したいと思う。
伊藤副実行委員長【意見】
ＶＴＲに関してシナリオを見てみると、歓談中にＶＴＲを流して終わったらもう一度歓談に戻すといった様に読み取れますが、昨年３月の決起集会では最初にＰＲビデオを流し登場して決意を述べるという形でありました。ＶＴＲは呼び水にはなり得ますがそれ自体では完結しづらいと思います。面白い意味のあるものであれば見れますが、尚更これから撮るということになれば事業が撮れるわけでもないです。一つの意見ではありますが、呼び水としてなら合致するのではないでしょうか。３分超えると長く感じますし、終わってしまうとそのあと何があるのか期待してしまいます。こういう内容でいいのかもう一度確認いただきたい。
協―０３　新入会員の募集（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

松田委員長【上程】
前回の役員候補者会議、常任理事候補者会議の意見を反映させまして議案の方修正かけております。会員拡大の目標数を４０名から４４名に変更しております。理由としまして、２０１５年メンバー数１３１名の３３％の４４名、２０１５年度井上副理事長が世界会議の議長として出向されるということで３３％を達成いたしまして、横山理事長に登壇して頂いて表彰されるというのを目標の一つに掲げさせていただきました。
河又委員長【意見】
パンフレットに関して、面白そうだと興味が湧くが会社を代表して入会しているので企業名も載せたほうが魅力を感じるのではないでしょうか。
安孫子常任理事【意見】
ＪＣ見学会のチラシに関してお金を払うのに値しないものとして思います。まずチラシ自体に魅力を持たせてもらうことと、１回目に構成をしっかりとして頂ければ次から当て込むだけになるので魅力あるものにして頂きたい。また、下の６０年の目的というところが大きく書いてますが、僕たちの目的だけでなく来る方の新入会員になる方の目線での目的も必要だと思いますのでご一考して頂きたい。
竹田総括監事【意見】
パンフレットに関して、写真の明るさがバラバラなのでその部分も考慮して頂きたい。
鈴木実行委員長【意見】
ＪＣ見学会に関して、会員交流委員会はあてにできないのか、大きい事業の時に新入会員はただ座っていっるだけなのか姿が見えないのでご一考願いたい。

パンフレットに関して、素晴らしい試みだと思います。ここはキャッチフレーズが大事だと思いますので入れていただきたい。
安藤副理事長【意見】
Ｑ＆Ａにおいて「入会して何の役に立つの？」の部分がストレートすぎると感じるのでご一考願いたい。
荒井本部長【意見】
拡大情報提供シートにおいて、提供者の名前を書く欄がわかりにくいのでご一考願いたい。紹介者と紹介される方の関係性等の情報が盛り込めるスペースがほしい。
遠藤副理事長【質問】
特別会議講演会というものがあるがこれはメンバーに対して行われるものなのでしょうか。
松田委員長【回答】
メンバー向けのものとして考えています。
遠藤副理事長【意見】
そうであれば講師依頼承諾書は必要ないと思います。また、季節がら講師が来れない場合の代替案も考えていただきたい。
河又委員長【意見】
審議対象資料の１３番「特別拡大会議講演会案内」において、会員拡大目標人数が４０名のままなので４４名に直して頂きたい。
伊藤副実行委員長【意見】
パンフレットの堀野委員の入会年数間違いを訂正して頂きたい。
竹田総括幹事【質問】
拡大パンフレットの情報というのは今年から使い始めるから今年の情報（年数等）を載せているのでしょうか。
松田委員長【回答】
今回のパンフレットは２０１５年度単年のみ使用する前提として作成しております。
竹田総括幹事【意見】
来年の１月より使用開始するとして間違いがあるのでご精査願いたい。
松田委員長【対応】
年齢等もう一度精査します。
協―０４　仮会員セミナーの実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
松田委員長【上程】
本年は仮会員セミナー１３回実施のうち、入会既定の３回として設定しております。本年はセミナーを開催するにあたり活動内容を紹介する写真パネルの展示やセミナーの前後に視覚的イメージでＪＣを知っていいただく為にJCインパクト、拡大プロモーションを見ていただくといった手法をとっております。
荒井本部長【意見】
セミナーの次第において「武田専務」を「武田専務理事」に修正願いたい。

また、次第に関して審議をとってしまうと日付等の修正がどこまで効くのかご一考願いたい。
鈴木実行委員長【質問】
なぜ３回が入会条件なのでしょうか。
松田委員長【回答】
４回にした場合クールとして考えた場合１回でも休むと入会に満たさないケースが出てきてしまうので、なるべくセミナーと例会に出席して入会というのが理想と考えて３回にしました。
鈴木実行委員長【意見】
以前は４回とか５回とかハードルが高かった。もう一度遡って３回でいいのかご一考願いたい。
協―０５　２月例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
松田委員長【上程】
本年は講師を招いての講演会形式で行いたいと思います。内容に関して講師に考えているのが清水寅さん。ねぎびとカンパニーで社長をしております。人の魅力で事業を成功させていくというのを拡大につなげられるような講師例会にしたいと思い企画いたしました。
庄司常任理事【補足】
今回は講師としてＪＣと関係ない方を上げさせて頂きました。松田委員長が実際お会いして話させていただいて惹きつけられた方です。また、ディスカッション方式も取り入れておりますのでご意見いただきたい。
鈴木実行委員長【意見】
今回、青年会議所のメンバーではなく青年会議所の拡大として選定しているが受けた側がそれにつなげられる内容ということでよろしいのでしょうか。だとすれば拡大以外にもつなげられる内容になると思います。これを仮会員に限定する理由がない。事前配信を見て素晴らしいと思っていたが他の講師の選定が甘すぎるのではないでしょうか。
鈴木実行委員長【質問】
仮会員に限定する理由は何でしょうか。
松田委員長【回答】
入会候補者見学会というのも視野に入れ、非公開にはなると思うが仮会員ではない人も来るという認識でありました。
鈴木実行委員長【意見】
不特定多数であれば公益事業になります。この目的でこの内容ならいろんな人に対して意義のあるものではないでしょうか。積極的にお金を使って呼ばないまでもホームページやフェイスブックレベルで呼びかけても公開としてみなされるのではないでしょうか。そもそも仮会員とはこちらが言っているだけで向こうからしてみれば一般市民である。そこのところを踏まえ公開にしてお金を使わない工夫をしてみても良いのではないか一考願いたい。
横山理事長【コメント】
松田委員長、オブザーブいただきました清野副委員長お疲れ様です。一点だけ、拡大は２人でどんどんムーブメントを起こしてもらって全てのメンバーに繋げていってください。今日オブザーブ頂いたのが大変うれしいのとあと委員会メンバーも、そして何より先んじて事業ヒアリングでも話しましたけれども前半に飛ばさないと数字はついてこないと思うのでこの流れでどんどん頑張っていってください。
協―０６　山形ＪＣ活動の取材・記録管理（案）に関する件　　　　　　　　　　　渉外支援委員会

茂木委員長【上程】
背景といたしまして６０周年という節目を迎え成長する青年会議所メンバーの記録、管理を残す必要があると思います。目的としまして山形青年会議所メンバーの出向先での活躍を残すということを目的としています。事業内容のポイントとしまして６０周年の対外的な写真とかの素材がないかという依頼もあると思いますので、より多くの写真を集める手法がないか意見をお願いします。
荒井本部長【意見】
事業目的の体内の部分において目的ではなく手法になっていないか一考願いたい。
鈴木実行委員長【質問】
この案件は毎年上がっているが上手くいっているのでしょうか。
茂木委員長【回答】
山形ＪＣホームページを見ておりますと２００７年で収集が止まっているように見受けられなかなか難しいと思っており協議の部分に記載させていただきました。近年ですとＳＮＳの発展が著しいので委員会メンバーのＳＮＳを活用させていただきまして収集できたらと考えております。
鈴木実行委員長【意見】
２００７年で止まっているのは上がっているのが止まっているだけで、最近はフェイスブックの方に移行しているのでアーカイブとしてしっかりなっていないと感じます。実態として撮る人が限られており結果、広報渉外委員会と事務局がたくさん取らなければいけないのです。また写真を撮るのが下手すぎて使えないので模範となるようなのも載せてあげて教えてあげないとだめなのではないでしょうか。
茂木委員長【対応】
私もそのような写真を載せてお願いしていきます。
鈴木監事【質問】
以前は写真、記録映像と合わせて理事長アルバムといったものを作成しておりました。１０年ぐらいからデータで渡す形があったと思います。合わせて写真を集めていく際に記録と管理とありますが、管理はどのように行っていくのでしょうか。
茂木委員長【回答】
記録の方はグーグルのクラウド上に月毎のフォルダを作成しており委員会メンバーのみアクセスできるような形をとっております。
鈴木監事【意見】
なぜ記録を毎年残していくのか考えていただきたい。震災のあった２０１１年は県や市の方から各団体の記録がほしいと打診がありました。このことも考慮して一考願いたい。
協―０７　１月定時総会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

三瓶委員長【上程】
前回いただいた意見、質問等反映させております。
鈴木実行委員長【質問】
資料の電子配布に関して本年大きな問題が発覚したが引継ぎを受けてますでしょうか。
三瓶委員長【回答】
同胞メールを使用した件に関しては確認しております。
鈴木実行委員長【意見】
ご案内状の文面が年々簡略化されてしまっているのではないか。チェックが漏れてしまっているようなので精査願いたい。
遠藤副理事長【意見】
はがきの日付に関して１月吉日ではだめだと前回の監査で言われておるので日付を入れていただきたい。
総会に関して議事録作成人は今年は黒沼委員長が作成したが、結局どちらが作成するのかきちんしておいた方が良いと思います。
報告依頼事項の部分にＡＳＰＡＣの活動金の報告を事務局と相談して入れさせていただきたい。
協―０８　例会、理事会及び臨時総会の設営・実施（案）に関する件　　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
先ほどの１月例会と重複するところですが総会資料の配信をメール配信にするというところと、前回指摘が無いため変更無しとしております。
鈴木実行委員長【意見】
登録の時間明確化というところで開始前１時間、開始後１時間とあるが、優先順位をもって１番は理事長挨拶、来るのであれば理事長挨拶は聞いてほしい、最後の方で来れるのであれば監事講評は聞いてほしいとアナウンスをしていただいてちょっと１歩進んだ対応をしていただきたい。

協―０９　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

三瓶委員長【上程】
こちらは１回目の上程であります。年間スケジュールに関して協議の方お願いします。
三沢監事【質問】
１０番事業内容に発行についての記載がありますが、毎年出しているタイミングより１か月遅れているのはなぜでしょうか。
三瓶委員長【回答】
本年も２月に〆て３月頭に届いているかと思われます。
三沢監事【意見】
毎年２月に届いていたかと思います。夏は花火に関してですが８月頭に届いてしまうとＰＲや告知がままならないのではないでしょうか。毎年こうだったからとすると嵌ってしまうパターンになるかと思うので近いうちに内容の検討お願いします。
鈴木実行委員長【意見】
事業報告だけ見ていくと遅くなり参考にはなりません。さらに計画を立てるときは戦略的に何を考えて出すのか、３回に割って、年初なら２月、花火なら６月、６０周年なら１０月に発行して頂きたい。何に目標を置いて発行するのか考えていただきたい。ずっと同じフォーマットだがあるはずなので一緒にしてしまった方が分かりやすくなるのではないでしょうか。
協―１０　山形ＪＣホームページの運用（案）に関する件　　　　　　　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
こちらも２回目の上程になります。ホームページでのログインＩＤに関して委員会ごとあった方が良いのではないかとご指摘を受けましたので反映させております。
三瓶委員長【補足】
デザイン案に関する件ですが、再三催促しておりますが、デザイン案が届かず違うものが届いてしまい今回の協議に間に合っておりません。ウィンドウズ８の様なものを考えております。
鈴木実行委員長【質問】
デザインが来ないという表現だが誰が誰に対して何でしょうか。
三瓶委員長【回答】
私と會田常任理事と武田専務理事の方でマックベースさんの方に打ち合わせをしていただいて、その部分が反映されていないというのが現状です。
鈴木実行委員長【意見】
こちらは認識をはき違えているのではないでしょうか。これは委員会で作るものであって、業者に作ってもらうなら別途事業ヒアリングなり、予算ヒアリングをしていただいて予算をもらわないと無理かと思います。トップページは普通の会社はコロコロ変わらないのではないでしょうか。もう一度検討して頂きたい。
協―１１　ＳＮＳを利用した対外発信事業の企画・実施（案）に関する件　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
フェイスブックとブログの両方を用いて発信を行っていきたいと思います。
鈴木実行委員長【質問】
ブログはどこのサービスを使うのでしょうか。
三瓶委員長【回答】
ＸＯＯＰＳの機能を使って行いたいと思います。
鈴木実行委員長【意見】
だとすると検索エンジンの中で今の青年会議所の次に来るのではないでしょうか。ホームページよりブログが引っ掛かってくれないと発信にならないのではないでしょうか。
三瓶委員長【回答】
ホームページは見に来ていただいた方に情報を提供する、フェイスブックはこちらから情報を発信するといった形で行っていきたいと思います。ブログはホームページを見に来ていただいた方に見てもらうといった流れで考えております。
鈴木実行委員長【意見】
事業計画の中でホームページを使った広報の中で相当素晴らしいことが書いてあったと思いぜひ実現してほしい。過去に委員会ごとブログをやったが機能しなかったので発破をかけて成功させてもらいたいと思います。
鈴木監事【意見】
ホームページ並びにＳＮＳの管理という部分で各委員会、委員長、理事の皆様に気をつけて頂きたいので聞いて頂きたいと思います。コンプライアンスの件ですが山形青年会議所の事業風景、公開例会の写真、記録等様々残すかと思いますが、募集される事業、市民の皆様が参加される場合の個人情報等や社名が入るなど募集される際に承諾書の記載が必要だと思います。蔵王であったり発信の部分になると思いますので写真等アップする際にも気にしながらしていただけると良いかと思います。
協―１２　２０１５年度　理事会日程（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　事務局

近藤事務局長【上程】
こちら添付資料の通り例年通りではありますが、会場はパレスグランデールにて、日時は月末の火曜日に設定させていただいております。
武田専務理事【補足】
今後公式スケジュールが追加になれば随時お知らせして協議を重ねていきますのでよろしくお願いします。
協―１３　２０１５年度　例会日程（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】

先般各委員会の事業ヒアリングを行いまして、日程は現状この添付書類通り行っていきます。
伊藤副実行委員長【質問】
９番、実施組織の部分に関して５月１２日、６０周年とありましたが認識しておりませんが。
武田専務理事【回答】
確認して後ほど委員会とすり合わせて頂きたいと思います。
安藤副理事長【意見】
１０月１７日に日本ＪＣの理事会、ブロック長会議と重なっているので６０周年の何かを予定しているのであれば変更をお願いしたい。
武田専務理事【回答】
６０周年実行委員会と事業ヒアリングを行った際に式典と翌日の事業を予定されているということで、土日を希望されているのかと思い予定を組みましたが日本ＪＣと重なっているのであれば翌週もしくは前週を検討してみたいと思います。
協―１４　２０１５年度　理事会費（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　事務局

近藤事務局長【上程】
会場の会議室料と夕食代として一人当たり２５００円×１１回の理事会とブロック協議会の新年会費を合わせて３４，０００となっております。
伊藤委員長【質問】
パレスグランデールで行う理由は何か教えて頂きたい。
武田専務理事【回答】
ルームの会議室も今ある状態ではあるが、スムーズで快適な理事会進行が行えるからですが、そちらの方も検討してみたいと思います。
安孫子常任理事【質問】
数量が３１となっており会務の分も含まれているが案分という言葉を設けないで最初から考えればよろしいのではないか。
武田専務理事【回答】
次回の協議に回したいと思います。
協―１５　２０１５年度　出向者（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】
今現在決定している出向者を添付資料にて確認をお願いします。
協―１６　２０１５年　度運営規定変更（案）に関する件　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】
運営規定の方、第２条、４条、５条を変更しておりますので確認お願いします。
遠藤副理事長【意見】
花火大会特別委員会（１）：第３６回山形大花火大会の企画実施に関する事項に修正願いたい。
鈴木実行委員長【意見】
会員規格規定というのもあり、女性会員を増やしたりしている昨今、育児休暇であったり産休も踏まえて考えていくべきではないのか意見いたします。
武田専務理事【回答】
事業ヒアリング等でもお話をお聞きしまして事務局でも確認してメンバーがより良い規則を作れるよう検討いたします。
協―１７　２０１５年度　名刺（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】
前回からの変更点といたしまして、名刺の方にJCIマークが入り予算は０円ではあるがコンプライアンスチェック、財審確認を取らせていただきました。添付資料において各委員会の英字の件で記載しているのでご意見お願いします。
遠藤副理事長【意見】
申込書において以前だとセネター番号、国際番号があったかと思うが意図があって消したのか抜けたのか確認をお願いいたします。
庄司常任理事【意見】
他ＬＯＭであれば出向先が載っている場合があるが、委員として出向される方はそういった形にされた方が良いのではないか。
近藤事務局長【回答】
名刺の一番下にそのような記載をさせて頂きます。
竹田総括幹事【意見】
今年と昨年はＡＳＰＡＣを意識した紅花をモチーフとしたイメージで温かい印象を受ける感じであったが、ブルーを基調とした感じで寒々しさをとっていただきたい。
鈴木実行委員長【意見】
スローガンにも６０周年とないと思いますが名刺にも記載頂けるよう検討をお願いしたい。
伊藤副実行委員長【意見】
英語表記に関して、何かの基準があるのではないか検討いただきたい。
三沢監事【意見】
フォントが違っており字がずれずれになっているので修正して頂きたい。
安藤副理事長【意見】
今でた意見をすべて盛り込んだ形で次回上程して頂きたい。
協―１８　その他

削除
１８【報告依頼事項】　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤事務局長候補者

 

報―０３　その他
削除
報―０１　今後のスケジュール及び日程変更について
 

報―０２　上程スケジュールについて
候補者段階では５・３・１システムをとっているため、添付資料の通り上程期日厳守の上、上程頂くようお願いする。

 

１９．次回開催　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者

第５回役員候補者会議　２０１４ 年１２月３日（水）１８：３０～　場所：愛和建設株式会社１階会議室

 

２０．監事講評
三沢監事

皆様、大変長時間に渡り大変お疲れ様でした。まずですね、本日第４回の会議ではございましたが、次回から事業の審議を取らなくてはならない議案なども次回第５回で上がって参ります。本日もですね、皆様からたくさんのご意見をいただいた様々な議案もありましたが、やはりちょっと見てるとですね、ここ数年なので今回の理事の皆様がどうこうという話ではないんですけれども、前年こうだったからとか、半ば慣例化して事業を構成しているのが多々見受けられました。すべての事業、またすべての議案に関しては、理由があって日時であったり、タイミングであったり、その事業を行う意味であったり、そういったものが必ず入っております。前回の監事講評でも言わせてもらいましたが、前の議案をＨＰで見てもらえば、そういった理由、経緯の方を見つけられますので、ぜひですね、前年こうだったから今年もこうでいいんだではなくて、どうしてそうなったかという所まで議案の方を掘ってですね皆様の方で議案を書いて頂けたらなと思います。また次回第５回までの間の常任なども有効に活用して頂いてですね、ぜひ精度の高い議案の方を出して頂きまして、次回審議の方を迎えて頂ければと思います。また本日、先程は言い忘れたんですけれどもこちら次年度の予定者の会議で使わせて頂いてますが、パレスでやるときは１０時を超えると延滞料が発生しますので、本当に議案の精度の低いものを出されると、どんどん延長していって延滞金の方がどんどんかかってくる形になりますので、事務局経験者はわかると思うんですけれども、初理事の皆様、ぜひですねしっかりと揉んで頂いて、委員会の方も皆様開催していらっしゃると思いますが、しっかりと開催して頂いて委員会としてしっかりと揉んだものを議案として出してくるようお願い致します。以上を持ちまして監事講評とかえさせて頂きます。本日はお疲れさまでした。

１５．閉会　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
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